
東海国立大学機構
デジタルユニバーシティ構想

学外ステークホルダに知のプラットフォームを開放

機構内外100万人以上が集う「デジタルユニバーシティ」へ!

「東海国立大学機構」＝

統合により加速するDX

研究活動をデジタルで支援
→ デジタルコンシェルジュ・

バーチャルラボラトリ

研究データ
史資料

経費スタッフ

資材・薬品

時間

装置・機器 研究成果

共通IDとデータ共有基盤を地域に開放 ➡ 機構の知と人的ネットワークを提供 ➡ 地域全体のDXを先導

LMSコンテンツ相互活用

岐阜大学

名古屋大学

相互利用

xR実習・演習

VR臨床医療実習

VR材料工学演習

アバター活用
受講者VR視点

講師VR視点

分身ロボットでの遠隔参加

VR講義コンテンツ

ハイフレックス型授業コンテンツ高付加価値化

教育コンテンツ
アーカイブの整備

多言語対応/
字幕挿入

ユニバーサルデザイン(UD)
に配慮した教育コンテンツ
作成支援

こんにちは

你好

Hello

字幕挿入

多言語対応

学びの内容・過程の可視化

abc

skill level

シラバス電子化、高度化

ルーブリック、e-ポートフォリオ

Multi Campus One Digital University

研究データ管理の
効率化と公開を推進

機構業務データ
教務

システム

財務
システム

産学
システム

ユーザエクスペリエンスレイヤ

システム・データ統合レイヤ

人事
システム

庶務
システム

学生支援
システム

・・・

コミュニ
ケーション

タブレット端末で完結
できるワークフローへ

働き方の多様化
テレワーク

スマホで完結できる
諸手続き
電子学生証
各種証明書の電子化

UXの向上による生産性向上
統一的UI提供

スマホでの
出張精算
領収書は
カメラで

事務書類の
電子提出
勤怠管理マルチキャンパス

コミュニケーション

コミュニケーション
高度化

エンタープライズ
業務プラットフォーム

IR

ドキュメントギャップ
改善

AI事務
チャットボット

教育

研究 運営

Since 1949～

高度専門職業人を育て、グローカルに発展

岐阜師範学校や岐阜高等農林学校などの教育機関が変遷・

統合し、学芸学部と農学部で設立。1952年に県立大学工

学部、1964年に県立医科大学を移管合併して工学部と

医学部を設置。2004年に国立大学法人岐阜大学となる。

岐阜大学

名古屋大学
自由闊達な学風のもと、世界屈指の知的成果を産み出す。

名古屋藩仮病院・仮医学校を起源とし、最後の帝国大学として

開学。1949年、6学部を置いて新制大学に。2018年、世界

最高水準の教育研究活動の展開が見込まれる大学として

「指定国立大学法人」に指定される。

東海地域の学術・産業

構造変革をリードする

新しい大学モデル

名古屋大学
鶴舞キャンパス

名古屋大学
東山キャンパス

岐阜大学
柳戸キャンパス

名古屋大学
大幸キャンパス

Since 1939～

2020

東海国立大学機構
設立

研 究

人・教育

地域創生

強み

機構内
研究者

機構外
研究者

データの
蓄積・保存

データ
管理基盤

共同研究
グループ

データ
公開基盤

データの
検索・可視化

研究者

市民

産業界

人文学 情報学

・・・

国際学術コミュニティ

地域医療連携

人材育成・キャリア開発

大学間連携

機構外大学

卒業生・学びなおし社会人
高校生

セミナー聴講生

連携病院
病院利用者

地域企業

医療情報

研究者データ
研究設備データ

機構組織

人事給与・財務会計

バックオフィスシステム

高大連携

バーチャルラボ
ベンチャーエコシステム

デジタル研究
研究データ

デジタル講義
コンテンツ

次世代認証基盤 (多要素・フェデレーション)

機構データ基盤 (教育研究/産学連携/経営)

機構学生

機構研究者

★教育DX

★研究DX

★産学連携DX

★健康医療DX

機構研究者

サイバー
フィジカル教育

ラーニング
アナリティクス

・デジタル教育コンテンツ
・サイバーフィジカル型学習環境
・取り残さない学生支援

・プロジェクト研究支援
・研究発信とネットワーキング

・セキュアかつ柔軟な情報共有
・学内資源の有効活用
・外部サービスとの連携

★バックオフィスDX

集合 (2028)

融合 (2025)

統合 (2022)
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